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１．組織の概要 

 

〔１〕事業者名及び代表者名 

 東海ドック工業株式会社 

 代表取締役社長 伊藤 克也 

 

〔２〕所在地 

 本社・工場 三重県四日市市白須賀二丁目２－１２‘ 

 

〔３〕環境管理責任者及び担当者連絡先 

 環境管理責任者： 品質管理部長 西岡 俊 

 事務局：  専任部長  藤田 一博 

 電話： 059-332-1131 FAX：059-332-4757 

 

〔４〕 事業の内容   

熱交換器等の設計・製作・据付工事・メンテナンス、船舶修理及び検査工事 

  

〔５〕事業の規模 

① 売上高   １７７，８２０万円（２０２２年度） 

② 従業員数    ４１名 

③ 延べ床面積    ６，３７２m2 

          

〔６〕事業年度 

 当該年４月１日 ～ 次年３月３１日 

 

〔７〕登録認証範囲 

① 対象範囲   

全組織・全活動 

② レポートの対象範囲 

2022年 4月～2023年 3月
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２．環境経営方針 

 

＜環境理念＞ 

当社は、主として船舶・工業用の熱交換器を受注設計・製造を行う会社として環境負荷の軽減に力点を置

き、地域と融和して社業を行って行くことを目指します。 

特に、近年益々自然災害が激しくなっていく地球規模の温暖化の中で、この緩和に少しでも寄与して行く

一環として、当社は全員参加で、省エネルギー、廃棄物の再資源化に継続的に取り組み、環境に配慮した

生産活動を推進し、社会に貢献することを目指します。 

 

＜基本方針＞ 

１．事業活動における環境関連の法規制、条例の要求事項を遵守します。 

 

２．事業活動における環境負荷を最小限にとどめる為、以下の取組を行います。 

①省エネルギー化を推進し、二酸化炭素の排出量の低減に努めます。 

②廃棄物の分類を徹底し、資源のリサイクル化に努めます。 

③節水に心がけ、水資源の有効利用に努めます。 

④製造工程の効率化に努め電気使用量の削減に努めます。 

 

３．環境に配慮した製造活動に努めます。 

①製品に使われる塗料の化学物質の適切な管理に努めます。 

②不良低減に努めます。 

③脱炭素化に貢献する製品製造枠拡大に努めます。 

 

４．地域社会との友好的コミュ二ケーションを図っていきます。 

①毎年 1 回、会社付近の道路脇の草取りを地域社会と共生の一環として実施し、 

 地域社会との融和を図っていきます。 

②事業継続の一環として防災訓練を毎年実施します。そして回を重ねる事で、 

地域住民にその重要性が認知されるように努めて行きます。 

③環境経営レポートを公表し、当社への理解度を深めて頂くように努めます。 

 

５．目標を定め、全員参加で環境保全に取り組みます。 

 

制定日 2021 年 3 月 10 日 

東海ドック工業株式会社  

代表取締役社長 伊藤克也 
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３．推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部門長 ・部門固有の環境経営目標と活動計画設定立案とフィードバックに基づく決定 

・環境経営目標達成に向けた取組実行の率先垂範とリード 

・配下従業員の環境活動推進評価 

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性理解 

・自部門の環境活動への自主的、積極的参加 

 

 

 

 

 

環境委員会 

代表者： 代表取締役社長 伊藤克也 

環境管理責任者：品質管理部長 西岡俊 

営業： 

部長 西村 陽 

設計１： 

GL1 山田真央 

品管・調達： 

班長 道脇慎也    

設計 2：Plant 

GL2 伊藤雄樹 

製造： 

部長 岡本孝夫 

営業事務： 

TL 大西真由 

経理事務： 

TL 藤定由美子 

環境管理事務局： 

専任部長 

 藤田一博 

サポート 経理 

・環境経営方針決定 ・環境経営目標と活動計画の承認 

・環境管理責任者任命 ・全体取組状況評価、見直し 

・環境レポート承認 

・EA21 システムの確立、推進、維持管理 

・環境活動進行、取組状況把握と代表者への報告 

・環境文書、レポート審査 

・環境経営目標、活動計画案起草 ・環境情報収集と分析 

・環境文書、記録の作成と管理 

・社内外の問合せ、苦情等の受付対応 
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４．環境経営目標 

環境目標一覧表 

環境負荷の実績を年度基準として中長期目標を設定 

目標項目 単位 

基準年度 年度目標 

2018 年度 

‘18 年 4 月～’19 年 3 月 

2020 年度 

’20年 4 月～’21年 3 月 

2021 年度 

’21年 4 月～’22 年 3 月 

2022 年度 

’22年 4 月～’23年 3 月 

二酸化炭素排出量 

CO2排出総量の削減 kg-CO2 337,552.00 
2％削減 

330,800.96 

3％削減 

327,425.44 

4%削減 

324,049.92 

電力使用量の削減※ kWh 453,680.59 
2％削減 

444,606.98 

3％削減 

440,070.17 

4%削減 

435,533.37 

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減 L 7,253.34 
2％削減 

7,108.27 

3％削減 

7,035.74 

4%削減 

6,963.21 

軽油使用量の削減 L 40,366.88 
2％削減 

39,559.54 

3％削減 

39,155.87 

4%削減 

38,752.20 

LPG ガス使用量の削減 kg 813.49 
2％削減 

797.22 

3％削減 

789.09 

4%削減 

780.95 

廃棄物 

一般廃棄物の削減 kg 1,610.25 
2％削減 

1,578.05 

3％削減 

1,561.94 

4%削減 

1,545.84 

産業廃棄物の削減 kg 43,350.00 
2％削減 

42,483.00 

3％削減 

42,049.50 

4%削減 

41,616.00 

節水 

水使用量の削減 m3 828.00 
2％削減 

811.44 

3％削減 

803.16 

4%削減 

794.88 

環境に配慮した生産活動 

化学物質の適正管理  
PRTR 該当物

質総量算出 
同左 同左 

規定重量超過

時届出開始 

社外不良低減 

(社外不良数/生産数) 

不良率 

 % 
1.54 

2％削減 

1.51 

3％削減 

1.49 

4％削減 

1.48 

社会貢献 

会社周辺の草取り 件／年 1 １ １ １ 

脱炭素貢献品製造 台 3 (2021 年度) － 3 8 

※電力の二酸化炭素排出係数は、中部電力の 2017 年度の調整排出係数 0.472 ㎏－CO2/kWｈを使用。 

 

 



5 

 

５．環境経営計画 

 

環境活動目標 取組内容 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

電力使用量の削減 

基準年比１％削減 

・空調温度の適正化（冷房 25℃、暖房 25℃） 

・節電の実施（不要照明の消灯）コロナ禍対応の窓を一部明け空調 

・空調機ﾌｨﾙﾀｰ掃除（大掃除時、上／6 月） 

・仕事効率化による時短の励行 

・工場一斉定時退勤日の励行 

化石燃料使用量の削減 

基準年比１％削減 

・エコドライブの励行（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、急加速・急制動の禁止等 

ﾗﾍﾞﾙを運転日誌表紙に貼付） 

・適正な車両整備（定期点検、ﾀｲﾔ空気圧確認等） 

・効率的なルートで納品・配送 

廃棄物排出量の削減 

基準年比１％削減 

・コピー用紙の低減（両面ｺﾋﾟｰ、裏紙使用、回覧情報伝達） 

・紙購入量の削減 

・業務資料の紙ベース保管から電子ファイル保管への推進 

・使用済み手袋の洗浄・再利用努力 

・持ち帰り分の現地工事廃棄物は、再利用不可の物は、産廃として処

分し、再利用可能な物は、金属種毎に識別し、売却する。 

水使用量の削減 

基準年比１％削減 

・節水シール取付と啓発。 

（生産用（耐圧試験）で使う水量を差し引いて量計算を試みる） 

環境に配慮

して製造 

化学物質の適

正管理 

・危険物貯蔵所の管理の合理化推進(新規設置を廃案とし量管理で対

応) 

・作業日誌記録の抜け防止による作業者の使用量確認の意識付け 

・PRTR 法に基づく届け出手続きの推進 

不良低減 ・製品・仕掛品の社内外不良率の低減の為の教育実施 

SDGs 型社会貢献活動 

・会社周辺の草取り 

・脱炭素化貢献製品の受注生産増加 

・労働環境の改善 

・ライフジャケットの屋外設置（災害発生対応地域住民用） 
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６．環境経営目標の実績 

 

項目 

 

 

単位 

基準年度 目標 実績 達成度％ 評価 

2018 年度 2022 年度 2022 年度 
(実績/目標-1)  

*100 

○：達成 

✕：未達成 

二酸化炭素排出量の削減（電力・化石燃料） 

CO2排出総量の削減 kg-CO2 337,552.00 
4%削減 

324,049.92 
282231 －13% 〇 

電力使用量の削減 kWh 453,680.59 
4%削減 

435,533.37 
377205 －13% 〇 

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減 L 7,253.34 
4%削減 

6,963.21 
5870.27 －16% 〇 

軽油使用量の削減 L 40,366.88 
4%削減 

38,752.20 
33384.22 －14% 〇 

LPG ガス使用量の削減 kg 813.49 
4%削減 

780.95 
1314.00 ＋68% ✕ 

産廃物の削減 

一般廃棄物の削減 kg 1,610.25 
4%削減 

1,545.84 
1063.25 －31% 〇 

産業廃棄物の削減 kg 43,350.00 
4%削減 

41,616.00 
45872.00 ＋10% ✕ 

節水 

水使用量の削減 ㎥ 828.00 
4%削減 

794.88 
850.0 ＋7% ✕ 

環境に配慮した生産活動 

化学物質の適正管理 － 
PRTR 総量算

出開始年 

規定重量超過

時届出開始 

届出不要確認 左記 〇 

使用量把握 2947 ㎏ ― 

不良の削減 

(社外不良数/生産数) 
％ 1.54 

4％削減 

1.48 
2.56 +73.0％ ✕ 

 

SDGs 型社会貢献  

会社周辺の草取り 件／年 1 １ 1(6/24) 100％ ○ 

脱炭素化貢献製品の

生産増加 
出荷数 --- 8 8 100％ ○ 

労働環境の改善 － 2021 年度 － － － － 

ライフジャケットの

屋外設置 
 2022 年度 － － － － 
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７．環境経営活動計画の取組結果と評価、今後の取組 

環境活動目標 部署 結果 評価と次年度の取組内容 

電力使用量の削減 基準年比１％削減 ×（〇）：プラント工場稼働により目標未達、除けば達成。 

・空調温度の適正化（冷房 25℃、暖房 25℃） 

（姫路市の例に習って空調機温度を調整） 
事務所 △ 

・COVID-19 感染回避の為、部屋窓を一部開状態で、空調運転。

非効率の運用を 1 年続けた。本年も非効率運用止む無し 

・節電の実施（不要時照明、送風機停止等） 
全部署 △ 

・不要照明の消灯は実施。COVID-19 感染回避の為、空調・送風

機停止の意識的節電は敢えてしていない。今後も続く。 

・空調機ﾌｨﾙﾀｰ掃除（大掃除時、上／6 月） 事務所 〇 ・12 月、大掃除の時、実施。 

・仕事の効率化による時短励行 

（生産革新研修の指導指針による時短改善項目） 全部署 △ 

・製造対象生産革新研修及びﾘｰﾀﾞ格以上の経営研修による時短意

識が芽生えた。工場一斉定時退勤は定着しだらだら居残りする人

はほぼ消滅した。受注減と、時短徹底努力により前進。 

化石燃料使用量の削減 基準年比１％削減 〇： LP ガス以外目標達成。LP ガスはプラント工場稼働と推定 

・エコドライブの励行（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ等） 全部署 ○ ・運転日誌表紙へ標語貼付け 

・適正な車両整備（定期点検、ﾀｲﾔ空気圧確認等） 全部署 ○ ・4No.ﾄﾗｯｸ：1 年毎。乗用車：半年毎に実施。他法定点検 

・効率的なルートで納品・配送 
担当者 ○ 

・混載便方式や、納品後の帰路ルート近接会社からの部材搭載持

ち帰りで省エネ慣行 

廃棄物排出量の削減 基準年比１％削減 〇：目標達成(紙購入量削減除く)。 

・産業廃棄物 全部署 〇 目標達成。 

・コピー用紙の低減 事務所 △ ・両面ｺﾋﾟｰ、裏紙使用、回覧による情報伝達 

・紙購入量の削減 
事務所 △ 

・陸上プラント向け製品の受注増に伴う提出文書類の増加傾向。 

・裏紙使用等の削減努力の継続も、紙購入数量は増加傾向。 

・業務資料の紙保管から電子保管への推進 事務所 △ ・既に設計では着手、社長の IT 推進に伴い、進行中 

・使用済み手袋の洗浄・再利用努力 製造 △ ・再利用可能な手袋のみ入れる習慣づけが必要。 

水使用量の削減 基準年比１％削減 △（○） プラント工場稼働により目標未達、除けば達成。 

 
全体 △（○） 

生産用（水没試験）回数減少によりで、水使用量は減少している。

但し、プラント工場稼働により増加となった。 

化学物質の適性管理 未達成 

・指定数量内の在庫管理の習慣付け 製造 
 ○ 

・危険物貯蔵所 2 か所の運用管理の改善。消防署立ち入り検査

(2023.4.)  

・作業者の使用量確認の意識付け 製造  △ ・日報の電子化実施により抜け防止がない仕組みとなった。 

・PRTR 法に基づく届出排出量産出積みあげ計算 総務 ― ・PRTR 積上げ計算完了。届出不要を確認済。 

社外不良低減 ×：目標未達 

・製品不良率の低減 製造 × ・特定顧客の要求水準高く、社外不良率が下がらない。 

社会貢献活動 〇 

・会社周辺の草取り 全部署 〇 ・6 月 29 日実施。 ・次回 1 年毎の実績で評価 

・脱炭素貢献製品製造 全部署 〇 ・顧客の合格判定を得た為、定期的受注製品となった。 
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8．環境関連法令等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟 

などの有無 

当社の事業活動に適用される環境関連法規を下記へまとめ、順守状況を確認、評価致しました。 

環境関連法規等評価一覧表 

適用法規 適用される要求事項 

順守評価（2023,3,31） 

証拠 判定 

廃棄物処理法 

廃棄物の減量化、廃棄物の適正処理の確保  

○ 

・委託基準：産廃収集運搬・処理業者の許可

の確認、契約 

・委託契約書、・許可証 

・保管基準      

 看板：60cm×60cm 以上、飛散・浸透防止 

・現場確認 

・マニフェスト交付、保管、戻り状況確認 

 

・マニフェスト管理 

・A、B2、D、E 票の保管（5 年間） 

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提

出（毎年 6 月 30 日迄に過去１年分を報告） 

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書 

（県知事あて） 

フロン排出抑制法 ・ﾌﾛﾝ類の回収 、ﾌﾛﾝ類放出禁止 ・簡易点検・定期点検の実施 ○ 

化学物質管理促進法

(PRTR 法) 

・化学物質の適正管理 ・SDS の保管管理 

・PRTR規制物質の積上げ計算（年度毎） 
○ 

労働安全衛生法 

労働安全衛生法施行令 

労働安全衛生規則 

じん肺法 

粉じん障害防止規則 

・有機溶剤中毒予防規則 

・特定化学物質障害予防規則 

・局所排気設備の設置 

・健康診断の実施 

・作業環境測定の実施 

・サンドブラスト設備設置に関する届け出 

・サンドブラスト作業の安全性 

・塗装従事者の特化物に関する健康診

断（１回／半年） 

・作業環境測定（1 回／半年） 

・作業日誌記録保管（作業ごと） 

・防毒マスク装着作業 

・大型仕掛品の局排装置での塗装 

・サンドブラスト作業における安全確

認、安全作業 

〇 

自動車 NOx・PM 法 ・対策地域内での排ガス適合車の使用 ・車検証、・適合車マーク ○ 

消防法 

・消防用設備等の点検 ・消火器・消火栓、自火報等 

〇 ・危険物は最大貯蔵容量未満での保管 ・少量危険物貯蔵取扱所 

・ＳＤＳの設置と管理 ・保管物等の表示 ・消防用設備等設置届等 

騒音規制法 
・特定施設の事前届出 ・地域規制基準遵守 

・液圧プレス、空気圧縮機（7.5KW 以上） 

・事前届出確認 ・苦情なし 

・三重県準工業地域適用 
〇 

振動規制法 
・特定施設の事前届出 ・地域規制基準遵守 

・液圧プレス、空気圧縮機（7.5KW 以上） 

・事前届出確認 ・苦情なし 

・三重県準工業地域適用 
〇 
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違反、訴訟等の有無: 

遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反はありませんでした。なお、2019 年 3月及び 7月に設

立以来の建屋の建て増しや業種変更に伴う手続き不備により、消防法に適用できていない部分が認められ

たため指摘を受け、2022年 5月 7日付で四日市消防署に改善計画書を提出し、了承を得た。 
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9．代表者による全体評価と見直し指示 

        2023 年 5 月 27 日   

        代表者  伊藤克也    

１、見直し内容    

終局を迎えるかに思われた新型コロナウィルスは、2022 年度も引き続き尾を引き、デルタ株、 

オミクロン株へと次々と変異株を生み、今日に至っており拡大し続けている。この為、世界経

済は依然として浮揚せず、停滞中である。 

しかしながら、そのような中にあっても、海運業界が利用する船舶のカーボンニュートラル化

の動きは着実に進んでおり、造船業界の各拠点でそれぞれの試行的回答を出してきている。当

社も又この流れに乗るべく、顧客の一つである巨大造船会社の意向に従って、新たに EGR と

いう排ガス再燃焼サイクルを持つエンジンの新型熱交換器を手掛けた。同顧客より見事に合

格判定を受け、次々と受注・生産してきている。 

今年度の当社事業の大きな柱として達成したものは、 

（１）エネルギー使用量の削減。 

これは、照明の LED 化、ﾊﾞｯﾃﾘｰ式の工具採用によるｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ使用時間削減等による電力消

費量の大幅削減により、コロナ禍での受注枠の回復が見られる中であったがエネルギー使

用量の削減が得られたが目標に対してﾌﾟﾗﾝﾄ工場分を除いては僅かに未達となった

(+0.69％)。 

（２）世界の脱炭素化へ貢献する製品の供給 

EGR クーラー用熱交換器の着実な受注・生産増大により、世界の脱炭素化趨勢へ貢献する、

その第一歩としての基礎固めが出来たといえます。 

（３）ﾌﾟﾗﾝﾄ工場の本格稼働開始 

今後更に増加する陸上プラント用大型重量級製品生産用で、省エネを意識した製造能力の

大きな新工場(ﾌﾟﾗﾝﾄ工場)の本格稼働に伴う環境負荷の把握が実施できた。次年度はこのデ

ーターを基準に目標設定と達成活動に取り組んで行く。 

（４）グループリーダレベルまでの人員による生産性向上の意識付けによる省エネ化 

グループリーダレベルまでの経営研修の学習効果が現れ、経営的な視点からの執務力、行動

力、指導力への自律的な意識付けが出来て来ていると考えます。 

《環境管理責任者; 改善の提案》 

  当社の環境経営で残っていた重要課題は、ブラスト設備設置に伴う担当作業者の作業安全、周

囲環境安全、及び特定化学物質の適切な管理である。 

今年度にて両方とも対応済となった。 

又、省エネ活動の基本は各従業員の自己運動としての意識付けが必要で、その一つして 

土日祝日の休暇と定時退勤日の定時退社励行を行いながら製品受注量に基づく必須工数見通

しを立てた上で、必要な場合の残業取得を行っていくメリハリのある労働環境・文化の構築・

推進にさらに努めていく必要がある。   
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２．変更の必要性        

   環境経営方針       変更不要 

   環境経営目標       2022 年度実績を基準として次期中期計画の立案。 

   活動計画                  基本は変更不要。継続中の生産革新運動を活動指針に 

織り込む。 

   環境運営システム     変更不要。 

   《その他変更の理由》   現状では特にありません。 

３．改善の為の方針、結論、勧告等、環境管理責任者への指示事項 

   上掲の見直しで指示した通りとする。 

 

 


